
614. 449. 57: 595. 771

防蚊対 策 と しての 「ヘ リコプ ター」 によ る殺 虫剤

の 空 中 散 布 成 績

坪 田 種 夫

板 野 一 男

作 本 台 五 郎

伊 藤 義 博

草 浦 勉

稲 臣 成 一

〔昭 和40年12月17日 受 稿 〕

近年殺 虫剤の開発に はまことに目覚 ましい ものが

あ り,そ の使用法 にも又色 々と工夫が加え られてい

る.殊 に最 近は航空機の発達に より 「ヘ リコプター」

を使つて農業害虫 に対 して薬剤 を空 中より散布す る

ことが広 く行なわれてお り,ま た防疫用 と して も使

用を希望 す る動 きが見 られ 出 して きた.

昭和38年8月 に岡山県及び岡山市が共同で 「ヘ リ

コプター」によ る防蚊対策 を実施す ることにな り,

はか らず もその一 つの試 み として岡山大学 医学部 の

構 内で殺 虫剤空 中散布 実験 を行 な う機 会をえた ので

その実施 概要につ き報告 す る.

1.実 験 方 法

薬剤の空 中散布 の方法 としては昭和38年8月5日

午前5時 よ り6時 の間 に 「ヘ リコプター」 によ り高

度20～30m位 の所 よ り実施 した.当 時は無風状態 の

晴天で あつた.薬 剤 と しては有機燐剤 である1.5%

「プ レミア ムマ ラ ソン」防 疫 用 粉 剤 を 使 用 した.

散 布 面 積 は135,112m2で,使 用 した 薬 剤 量 は

400kgで あるか ら計 算上 は1m2当 り2.9gで あ り,

有効 薬剤量 は43.5mgに 相 当す る.し か し学 内3ケ

所 での実測値は平均1m2当 り2gで あつた.し た

がつ てその有効薬剤量 と して は1m2に30mgが 散

布 された ことにな り(第1図),計 算よ りはや や下

回つ てい る.「 ヘ リコプター」の1回 の積載薬剤量

は80kgで 大学構 内全部 に散布 す るのに5回 離陸 し

た. 1回 の積載薬剤 で東西に2往 復で きた.

実験場所 として選んだ医学部構 内は毎年蚊の出現

状況 を調査 して いるが,例 年7月 下旬 頃に第1ピ ー

クに達 し,そ れ よ り漸次 減少 し8月 中旬頃 に第2ピ

ー クに到達 してい る.

調査地点 と しては 学内 中央に 設 けた 例年の 定点

FSの 外に本実験 のために7月29日 より8月20日 ま

で 大学構内最南端にS1,束 端近 くにS2の2地 点を

特 設 した.
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2.実 験地域におけ る昨年度(1962)の

蚊の出現状況

前年 度(1962)のFS地 点 における蚊 の出現状況

をみ ると6月 中旬以 降に本格的出現がみ られ, 7月

30日 に は1,262羽 と最 高に達 してい る.こ の内訳は

コガ タアカイエカ754羽,ア カ イエ カ456羽 が主体で

ことに コガタアカイエカは7月19日 に は16羽 で あつ

た のが僅 か10日 程で このよ うに増加 してい る点 は注

目に値いす る.次 いで8月7日 に はコガ タア カイエ

カ629羽,ア カイエカ479羽 を主体に1,219羽 となつ

てお り, 8月13日 は コガ タアカイエカ294羽,ア カ

イエカ218羽 及び その他で535羽 となつて お り8月17

日に はコガ タアカイエカ466羽,ア カイエカ111羽,

その他で627羽 を数え, 8月22日 には コガタアカイ

エカ211羽,ア カイエ カ160羽 及びその他で388羽 と

急減 してい る.

この年にお ける蚊の出現状態を全般的にみて もこ

の7月30日 より8月22日 の間は最 盛期に相当 し,そ

の最 も主た るものは コガ タアカイ エカで あつて雌の

方が雄 よりやや多かつたよ うで あ る(第1表).

第1表　 1962年　 岡 山(医 学 部)

4,031

A. alb. … … ヒ トス ジ シ マ カ　 C. b. … … カ ラ ツ イ エ カ　 A. sub. … … オ オ ク ロ ヤ ブ カ

3.実 験 前後におけ る蚊の動勢

a) FS地 点

本年 は6月 初 めよ り相当な多発を見てい る.殊 に

6月 下旬及 び7月 下旬にア カイエカの急増が見 られ,

そのた めか既 に6月27日 に は647羽 で第1ピ ー クと

思われ るよ うな山が見 られてい る.次 いで7月24日

にはコガタアカイエカ も急増 し,し たがつて総 数 も

急増 して1,305羽 と本年の最高に達 してい る.そ れ

よ り7月29日 にかけて少 しく減少 し1,228羽 となっ

てい るが,こ れ は24日 か ら29日 にかけての一つの山

と解すべ きもので あろ う. 8月2日 にはアカイエカ

が激減 したため546羽 と少 な くなつ てい る.こ の後

8月4日 に 「ヘ リコプター」 による殺虫剤 の散布を

実施 した.そ のためか8月5日 に は激減 して147羽

とな り,翌8月6日 は152羽 と同程度の 出現をみ と

めてい る.併 し散布後3日 目の8月7日 には382羽

と増加をみ とめ, 9日 目の8月13日 に は266羽, 11

日目の8月15日 に は492羽 を数え るに到つた.こ の

数字か ら見て も8月7日,即 ち, 3日 目位か ら散布

前の 出現状態 と同様な動勢をみせだ してい る(第2

表).

b) S1地 点

ここでは7月29日 より調査を開始 した.こ の 日は

コガタアカ イエカ308羽,ア カ イエカ29羽 及び その

他 少数を加 え440羽 を数えた.こ の数は本地点 にお

け る最 高でFS地 点 の事例 よ り推 測 して第1ピ ー ク

或いはその連続 と考 え られ る. 8月2日 は これに比

べて半分 の206羽 で あつた. 8月4日 の散布後8月

5日 で はコガタアカイエカは66羽 と非常 に減少 して
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第2表　 調査 期間中FSに おけ る蚊 の出現状況(1963)

お り,総 体的 にも93羽 で激減 して いる.し か し8月 察す る ことがで きな かつた が, 13日 には7日 と殆ん

6日 に は145羽, 8月7日 には175羽 と徐 々に増加 し ど同数 の177羽, 15日 には323羽 と甚 だ しく増加 して

てい る.そ の後台風9号 のた め8日 か ら12日 まで.観 いる(第3表).

第3表　 調査期間中S1に おけ る蚊の出現状況

c) S2地 点

この地点で は7月29日 は総数139羽 で あつたが8

月2日 には コガタアカ イエカ335羽 を主体 と して443
の

羽を数え,他 の地点 よ り山の位 置が一 日遅れた よ う

であ る.ま た散布翌 日の8月5日 には総数248羽 で,

他地点同様確 かに減少 してい るのが見 られ るが残念

な ことに8月6日 はlight-trapの 故障のた め観察 が

で きなかつた.次 いで8月7日 に は5日 より も更 に

減少 して169羽 になつてい るが, 13日 には263羽, 15

日には539羽 ともとの蚊の発生動態に復 し本観察期

間の最高 に達 してい る(第4表),
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第4表　 調査期間 中S2に おけ る蚊 の出現状況(1963)

ヘ リコプターに よる蚊 に対 す る殺 虫剤(1 .5%ブ

レ ミア ムマラ ソン粉剤)の 空中散布試験成績

4.考 案

以上 の観察記録よ り見 ると薬剤 散布 当日で は散布

前よ り明 らかに半減或はそれ以上の減少を見たが2

日目には散布 当日よ りはやや増加 してお り, 3日 目

の8月7日 にはFS及 びS1で は倍以上 になつてい

る.し か しS2で は逆に減少 してお り8月13日 にな

つてやつ と散布当 日と同様の数に達 している.即 ち

S2はFS, S1の 両地点 とは大部 条件が異つてお り,

殊に注 目すべ きは 散 布 当 日の午後S1, S2地 点で

は 「バルサ ンLTV油 剤」を動力噴霧機で噴霧 して

い ることで,こ れ は特 に空 中散布で効果 に期待 の も

てない屋内,溝 等 に補助的 に散布 したので あるがそ

の効果 はS2に おいて特 に強 く現 われた ようで ある.

またS1で は学外の蚊の発生源が近いた め,そ の影

響で 急増が見 られた と考え られ る.ま たFSで は学

外 の影響 も少 く補助散布 も受 けて いないので 比較的
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自然な姿がつ かめた もの と考え られ る.し か し何れ

に して も8日 後の8月13日 には殆ん ど空中散布の影

響 が消失 して いる ことは認めざ るをえない.即 ち散

布当 日は27～56%の 減少 を見たにかかわ らず,そ の

持続 期 間 はFS, S1で は高 々3日 間 と考 えて も大

差はな さそ うで あ る.ま た学内に求めた 「ア ンケー

ト」で も効果持続 は3日 程 とい うものが殆ん どであ

り又1週 間 後には 「散布前 と同様」 とい うのが大多

数で あつ た点 か らも建築物の多い市街地での薬剤 空

中散布 には余 り大 きな期待を寄すべ きで はない と考

え られ る.な お,も し空 中散布をす るので あれば同

時 に他 の手段 を併用すべ きで ある.

5.結 論

以上 に防蚊対策 の1つ として 「ヘ リコプター」に

よる殺虫剤 の空 中散布 につい ての実験結果 を述べた

が,市 街地 において はただ1回 の散布 によつ てのみ

その効果を期待す ることは非常 に困 難な ことで,数

回以上空 中散布を繰返す か,空 中散布以外 の方法を

併用す るのでな ければ その効果 に期待 を寄せ る訳 に

はいかない.む しろこれ に要す る多額 の経費 を もつ

て他 によ り以上の効果を期待 しうる簡易な方法を選

ぶべ きで あろう.

本論文の要 旨は第16回 日本 衛生 動物学会総会

(1964)に おいて報告 した.
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A test dusting of two grams per square meter of 1.5 per cent malathion was undertaken 

from a helicopter to the campus of Okayama University Medical School, Okayama City in August, 

1963.

Mosquitoes collected from three spots in the campus by light-trapping before dusting were 

546, 206, and 443 respectively, and they decreased to one-half to one-third in number after 

dusting.

The residual effect of the insecticide, however, is thought to be lasted about seven to at 

most ten days, and the number of trapped mosquitoes ten days after dusting was approximately 

equal to that observed before dusting.


